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【論文審査の要旨】 
















動報告例は、前例が無く、HAN 系推進機の実現には、真空環境下での HAN 系推進剤の燃焼特
性および HAN 系推進機の設計指針を得ることが不可欠である。本論文では、人工衛星の姿
勢制御用小型推進機として 0.10 N から 1.0 N までの推力レベルを目標とし、放電プラズマ



















(4) 推進機の基本的な性能を評価した結果、推進剤流量 0.31g/s (0.75 N 相当の流量)に
おいて、消費電力量 2.3 W-Hr で定常推力 0.5 N を達成した。 
(5) 各電極の損耗量を取得することで簡易的に推進機の寿命を評価した結果、約 1650 秒
の累積作動により、性能への影響は確認できず、高い耐久性を確認した。 
 以上のことから、本論文では、人工衛星の姿勢制御用低毒性一液式推進機として、固体
触媒推進機に代わり得る放電プラズマシステムを用いた推進機が提案された。真空環境下
において、安定した作動を確認し、放電プラズマにより HAN 系推進剤の燃焼反応を誘起す
ることが可能であることを実証した。また、新たな宇宙推進機として、HAN 系一液式推進機
の燃焼特性および性能を取得し、その実現の可能性を示した。本推進系の基盤的な研究を
促進することにより、将来的に宇宙推進系の高性能化および運用性の向上が期待でき、
今後の宇宙開発および宇宙産業にもたらす影響は大きいと考えられ、工学的に重要な意
義を有する。よって、本論文は、博士（工学）の学位を授与するのに十分な価値がある
と認められる。 
 
（最終試験又は試験の結果） 
 本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外か
ら出席者を得て多角的な討論を行った。また、論文審査委員により本論文および関連分
野に関する試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目についても
十分な学識があるものと認め、合格と判断した。 
 
